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【子どもの状態等編】結果（自立）①  
⊂垂司  

親の養育に関する問題及び保護者対応の困難さの状況別  

子ども一人あたりケア時間／日（児童自立支援施設）  

親の暮書に関する問ヰ  
及び保Il書対応の困  
紐さの状況の項目に   

有りが2つ以下  

∩＝16  

親の養育に関する閏月  
及び保雄看対応の国  
難さの状況の項目lニ   

有りが3つ以上  

∩＝6  
★：基準値  

・親の養育に関する問題及び保護者対応の困難さがある方が、子ども一人あたリケア時間が  

長くなっている。  

※「親の養育に関する問題及び保護者対応の困難さの状況の項目に有りが3つ以上」の方が、「親の養育   

に関する問題及び保護者対応の困難さの状況の項目に有りが2つ以下」に比べ、子ども一人あたりケア   

時間が長くなっている（1D％水準で有意傾向）。  

＊ －10％水準で有意傾向  
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ト、・・八一1  
【母親の状態等編】結果（母子・世帯）①  

世帯児童数別一世帯あたりケア時間／日  

（母子生活支援施設）  

0人  1人  2人  3人  4人  5人  6人以上  

∩＝1  n＝47  ∩＝43  n＝15  ∩＝6  ∩＝1  ∩＝0  

★：基準値  

■子どもの数が多くなるにつれて、一世帯あたりケア時間が長くなっている。  

※子どもの数が「3人」及び「5人」の方が、「2人」に比べ、一世帯あたリケア時間が長くなっている（10％  

水準で有意傾向J。  

※子どもの数が「1人」の方が、「2人」に比べ、一世帯あたリケア時間が短くなっている（5％水準で有意）  

＊＊ ～ 5％水準で有意  ＊ －10％水準で有意傾向  
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［二重亘亘∃  

【母親の状態等編】結果（母子・世帯）②  

母親の年齢階層別一世帯あたりケア時間／日  

（母子生活支援施設）   
単位：分  

19歳以下   20－2ヰ歳   25－29▲   30－34歳  35－39歳   40－44歳  45－49歳ま  50歳以上  

∩＝1  ∩＝8  n＝25  ∩＝29    ∩＝23  ∩＝18  n＝0  ∩＝2  

★：基準値   

・母親の年齢が、「20～24歳」が最も一世帯あたりケア時間が長くなっている。  

※母親の年齢が「20～24歳」の方が、「30～34歳」に比べ、一世帯あたりケア時間が長くなっている（5％水準  

で有意）。  

＊＊ ～ 5％水準で有意  
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⊂車重］  
【母親の状態等編】結果（母子・世帯）④  

母親の就業状況別一世帯あたりケア時間／日  

（母子生活支援施設）   

事業主    常用勤労者    臨時・日雇い・  
パート  

その他就業  未就業  不明  

n＝D  n＝16  ∩＝67  n＝1  n＝29  ∩＝0  

★：基準値  

・母親の就業状況が、「就業」の方が、一世帯あたリケア時間が短くなっている。  

※母親の就業状況が「臨時・日雇い・パートJの方が、「未就業」に比べ、一世帯あたリケア時間が短くなって   

いる（1％水準で有意）。  

※母親の就業状況が「常用勤労者」の方が、「未就業」に比べ、一世帯あたリケア時間が短くなっている  
（10％水草で有意傾向）。  

♯＊ ＊ ～1％水準で有意  ＊ ～10％水準で有意傾向  
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「キム・∃  
【子ども状態等編】結果（母子・児童）①  

子どもの年齢別子ども一人あたりケア時間／日  

（母子生活支援施設）   

6か月  6か月－ 1歳－2歳 2歳－3歳 3歳－5歳  5歳－7歳 7歳－9歳 9歳－12歳 12歳－15歳15康一18歳18歳以上  
未満  1歳未満   未満   未満   未満  未満   未満   未満  未満   未満  

n＝3   ∩＝3   ∩＝11  ∩＝19  ∩＝42   ∩＝33  ∩＝29  ∩＝38  n＝16  ∩＝10   ∩＝2  

★：基準値  

・「6か月未満」が、他の年齢層に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなっている。  

※「6か月未満」の方が、「9歳～12歳未満」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなっているく1ウも水準で   

有意）。  

※「2歳～3歳未満」の方が、「9歳～12歳未満」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなっている（10％水準  

で有意偵向）。  

＊＊ ＊ ～1％水準で有意  ＊ ～1D％水準で有意傾向  

【子ども状態等編】結果（母子・児童）②  
［車重］  

親の養育に関する問題及び保護者対応の困難さの状況別  

子ども一人あたりケア時間／日（母子生活支援施設）  

■  単位：分  

親の養育に関する問題  
及び保護者対応の困  
難さの状況の項目に   

有りが2つ以下  

親の養育に関する間靖  
及び保護者対応の困  
難さの状況の項自に   

有りが3つ以上  

∩＝171  ∩＝35  ★＝基準値  

・親の養育に関する問題及び保護者対応の困難さがある方が、子ども一人あたリケア時間が  

長くなっている。  

※「親の養育に関する問題及び保護者対応の困難さの状況の項目に有りが3つ以上」の方が、「親の養育  

に関する問題及び保護者対応の困難さの状況の項目に有りが2つ以下」に比べ、子ども一人あたリケア  

時間が長くなっている（10％水準で有意傾向）。  

＊ －10％水準で有意傾向  
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【子ども状態等編】結果（母子．児童）③  
［二重垂］  

身体、発育の状態別（体重）子ども一人あたリ  
ケア時間／日（母子生活支援施設）※就学前児童のみ  

単位：分  

3バーセンタイル  ユー10  10－25  25－75  75－90   90／く－センタイル  

未満  バーセンタイル   パーセンタイル   パーセンタイル   バーセンタイル  以上  
未満  未満  未満  未満  

∩＝2  ∩＝7  n＝15  ∩＝42  ∩＝17  ∩＝9  

★：基準個   

※体重が、r75～90バーセンタイル以上（やや多い）」の方が、r25～75パーセンタイル（標準範幽）」に比べ、  

子ども一人あたりケア時間が短くなっている（10％水準で有意傾向）。  

◆乳幼児身体発育曲線による分翔  
（体重）  

3パーセンタイル未満   －  
3－10バーセンタイル未満 －  
1D－25バーセンタイル未満 ～  
25一丁5バーセンタイル来演－  
75～90バーセンタイル未満 －  
90バーセンタイル以上    －  

かなり少ない  
とても少ない  
やや少ない  
棟き■範lヨ  

やや多い  
とても多い  ＊ －10％水準で有意傾向  
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【施設環境編】結果（∋  

施設種別別業務分類別（大分類）  

子ども一人あたリケア時間／日  単位：分  
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行事等の   入所・退所  指導・相談、 保健・医療  
世話  支援  自立支援   的業務  

家族や施  児童に直接  
設外資源と  関わらない  
の関係    集積   

リ  受
二
ン
 
 

国
語
 
 

の
世
 
 

身
の
 
 

乳児院（∩三56〉  

児童養護施設（∩＝374）  
情緒障害児短期治療施設（∩＝38）  

児童自立支援施設（∩＝22）  

・業務分類別にみると、どの施設種別でも「児童に直接関わらない業務」「身の回りの世話」が  
子ども一人あたリケア時間が長くなっている。  
・「身の回りの世話」と「愛着・コミュニケーション」では、乳児院が最も長く、次いで児童自立支援  
施設、児童養護施設の順に長くなっている。  

イ児童に直接関わらない業務」では、情緒障害児短期治療施設が最も長く、次いで乳児院、  
児童自立支援施設の順に長くなっている。  
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毛P93  
【施設環境編】結果③  

施設種別別時間帯別子ども一人あたりケア時間  
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6時－9時  9時－12時 12拷－15時  15時－18時 18時－21時  21時－24時  0時－3時   3時－6時  

乳児鏡（n＝56）  
児童賽捜施設（爪＝374）  
情緒陣書児短期治療施設（∩＝38）  
児童自立支援施設（∩＝22）  

各施設種別で子ども一人あたリケア時間が最も長くなっている時間帯は、乳児院と児童自立  
支援施設では「12時～15時」、児童養護施設と情緒障害児短期治療施設では「15時～18時」  

となっている。  
乳児院では、他の施設種別ではケア時間がほとんどない時間帯（「0時～3時J、「3時～6時」）  

においてもー人あたりケア時間が20分程度ある。  

【施設環境編】結果④  

施設種別別時間帯別実配置職員数  

単位：分  
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6時－9時   9時－12時  12時－15時 1S時－18時 18時－21時  21暗－24時  0時－3時   3時－6時  

実配tl員数   

当該時Ⅶ蕎において、職員が児童に対してケアを実施した延べ時間数（休憩時Ⅶや  
仮眠・待機なども含む）を当該時間帯の時間数で除して求めたもの．  

実配t欄膚欄の井出には、2B間タイムスタディ調査でのデーーウのみを用いた（直接  
ケア職種の≠員を中心に書出した〉。   

乳児l亮（肝58）  

児童養護施設（nニ374）  
†書籍障育児短期治療施重賢（∩＝38）  

児童自立支提施設（n三＝22）  

・各施設種別で実配置職員数が最も多くなっている時間帯は、児童養護施設以外全ての  
施設種別で「12時～15時」が最も多く、児童養護施設では、r15時～18時」が最も多く  
なっている。  
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今後の分析のポイント（素案）  

砿施設類型の見直しに関連するデータの分析   
・施設種別ごとの子どもの状態の違い   
・施設種別ごとのケア内容の違い（中分類レベルでの分析）   
・施設種別ごとの同じ状態の子どもへのケア内容の違い   

破 子どもの状態とケアの内容一時間の違いについての分析   
・子どもの状態によるケア内容・時間の違いや、これらに関するグループインタビュ   
ーとの一致・違い   

魂 ケア形態の違いによるケアの違いについての分析   
・ケア形態ごとのケア内容の違い（中分類レベルでの分析）   
－ケア形態ごとの同じ状態の子どもへのケア内容の違い   

塊適切な人員配置についての分析   
・子どもの状態に応じた適切なケアの提供量・ケア内容の分析・検討   

彿 ケアの負担感に影響するアセスメント項目についての分析   
・ケアの負担感に影響するアセスメント項目についての分析   

弘 子ども一人あたりケア時間とアセスメント評価項目との相関   
・ケア時間に影響するアセスメント項目についての分析  

等  

今後考えられるクロス集計・分析（素案）  

類型の見直しに関連するデータの分析  設
設
設
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翫
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子
業
業
 
 

×
 
×
 
×
 
 

男
男
男
 
種
種
種
 
 

状態（各アセスメント項目における割合の違い）  
類
類
 
 

（中分類レベルでの分析）  

（同じ状態の子どもで分析）  

魂 子どもの状態とケアの内容・時間の違いについての分析   
○ケア時間に影響するアセスメント項目を相関により抽出し、他のアセス  
メント項目とのクロス集計を行うことにより、より詳細な分析を行う   

（例）   

・年齢 × 情緒行動上の特徴 等   
○ケア時間に影響するアセスメント項目とグループインタビューとの一致  
違いについての分析  

塊 ケア形態の   
・ケア形態   
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